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１　建染染料が ソ- ピ ングに よって色 調が鮮明になる

ことは早 くから知られ，実際作業 にも利 用されている。

この様な ソーピングによるセソイ上 の染料 の配列度，

分光 吸収（ セロフ ァソ膜 による）の変 化と，マ サツ, 洗･

たく堅 ロウ度 との相関を求めることを 目的 とする。

2　Ind.  Yellow Ｇ K ， Yellow G,  Gold Orange

G, Red GG,  Blue RS, Dark Blue ＢＯ をそれぞれ最

適条件で染 色し，引続い てのソーピン グの時間を0  ～2

時間に変 化させて試料を得 た。こ の試料につ きマサ ツお

よび洗 たく堅p ウ度試験 を行った。又Sumner,  Vick-

erstaff 等 の行 った如く，セロファソ膜をセンイと同じ

条 件で染色し，その分光吸収お よび平面偏光に よる光 二

色 性を測定した。

3　1 ） ソーピソダにより色調が著 しく鮮明 となる。

2） ソーピン グ時間の増 加に伴 ってセソイ表面に付着

し てい る染料は除去される。

3） マサツ堅ロ ウ度に対しては期待 したほ ど著しい影

響 はないが， ソーピングの進行に伴い，堅 ロウ度の増 進

す るものも認められる。

4） 洗たく堅ロウ度 も著しい影響は受けず ４～ ５級で

あ る。

5） 光二色性は明瞭 に認められ ソーピ ングに よる色 調

変 化は明かに染料の結晶化に よるものと考えられる。

6） こ の場合，染料の結晶軸 の方向がソーt.°ソダ前後

でセソイ方向に直角４ 直焦 平行４直角 の２種類の特徴

あ る変化をするものに分類 出来る。


